
今年もよろしくお願いします！ 

１月２４日～３０日は「全国学校給食週間」です！ 

知っているかな？ 学校給食のはじまりについて 

 日本の学校給食の始まりは、明治２２年に山形県の私立忠愛小学校において

始まったとされています。この給食は貧しくて生活に困っている子どもたちを

対象に無償で出されたものでした。当時の給食は、おにぎり、塩鮭、漬物など

だったそうです。 

新・時津町学校給食センター（第一調理場について）   

 
 

 

 ２０２４年が始まり、早くも３週間が経とうとしています。今年もみなさんの健やかな成長を願

って、安全でおいしい給食づくりを目指していきたいと思います。どうぞよろしくお願いします。 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  旧施設の老朽化のため、昨年８月に建て替えられて移転した「時津町学校給食センター

第一調理場」について紹介します。新しい給食センターは、文部科学省の「学校給食衛生

管理基準」及び「ＨＡＣＣＰ（ハサップ）食中毒を防止するための国際的な衛生管理手法」

に沿った運用をおこなっています。 

・ドライシステム方式の導入により、床がなるべく濡れないようにすることで、細菌や 

カビの繁殖、床からの水の跳ね返りによる２次汚染を防いでいます。 

・衛生目的に合わせてエリア（部屋）を区分し、衛生管理を徹底しています。 

・給食で出た生ゴミは、厨芥処理機で粉砕圧脱水し、 

３分の１から５分の１程度に減容します。 

 そのほか、エアーシャワーやウィルス等除去システム 

などの最新機器を導入し、安全で環境及び衛生面に 

配慮した給食づくりをおこなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

令和６年１月１９日発行 

時津町学校給食公社 

給食は、おいしく食べられる教材です！ 

 現在の学校給食は、必要な栄養量の確保だけではなく、食べ物の働きや食を選択する能

力、食文化、食事のマナーなど「食」を学ぶ場として位置付けられています。また、学校給

食の献立を通じて、教科で学んだことに関連した食品や料理を食べて、学習内容を確認す

ることもできます。 

 

新・給食センター 

揚げ油はタンクローリーで運ばれます 

衣服についた 

ほこりや髪の毛を

取り除くため必ず

エア－シャワー室

に入ります。 

 

生ゴミを発酵して処理するゴミサー 



②肉魚卵類下処理室 

固まりができないよう

納品された肉を丁寧に

ほぐしています。 

④焼揚蒸調理室 

⑥各学校に給食が

届けられます。 

新・時津町学校給食センター第１調理場 ～給食ができるまで～町内小学校１８３５食 

１釜で約９００人分を作ります。 
和え物室は、特に衛生管理を徹底

しています。 

 

 

 

 

 

 

 

８：１５～ 

①食材が種類別に各検収口から納品されます。 

調理員さんたちは８時前から 

体調チェックや身支度、手洗い 

などをしっかりおこないます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④和え物調理室 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤各学校クラスごと 

食缶につぎわける 

  

 

 

 

 

〈文責〉第一調理場（時津北小所属）栄養教諭    田中 浩美 

学校栄養職員 永留真由美 

第二調理場（鳴鼓小所属） 栄養教諭    今崎 奈稚 

ほかにも農協や乾物屋さん、こんにゃく屋さん、もやし屋さ

ん、卵屋さんなどから、たくさんの食材が運ばれてきます。 

 

牛乳 

・島原牛乳 

パン 

・フジパン 

お米・缶詰・調味料など 

・長崎県学校給食会 

肉 

・丸好精肉店 

野菜・マルミヤ青果店 

・吉岡青果店 

②野菜類下処理室 

土や汚れをきちんと落とすため、 

３回しっかり洗います。高圧ポ 

ンプを内蔵した野菜洗浄機 

もあります。 

 

 

③野菜・食材を切る 

大量の野菜をスライサーという機械や包丁で

素早くきれいに切っていきます。椎茸など 

スライサーで切りにくい食材は小さくなるま

で何度も切ります。 

④煮炊調理室 

揚げ釜は、全部で４つあります。 

 いただきます♪ 

小学校４校 

６１クラス分 

給食は、命を分けてくれる食べ物、食材を作

る人、料理を作る人、配送する人などたくさ

んの人たちの関わりがあってできあがりま

す。※次号は、第二調理場を紹介します！ 


